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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
名
刹
と
関
白
秀
吉
様

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
０
９
８
Ｍ

【
作
者
名
】

　
鳥
居
　
秀
樹

【
あ
ら
す
じ
】

　
１
５
８
７
年
。
豊
臣
秀
吉
は
、
島
津
氏
を
服
従
さ
せ
、
そ
の
凱
旋
途
中
に
、

九
州
、
大
宰
府
の
名
刹
＝
観
世
音
寺
を
訪
れ
た
。

当
時
の
観
世
音
寺
の
別
当
は
、
世
間
知
ら
ず
で
、
関
白
・
秀
吉
の
前
を
輿
に
乗

っ
た
ま
ま
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
。

こ
の
態
度
に
激
怒
し
た
秀
吉
は
、
観
世
音
寺
の
寺
領
を
全
て
没
収
し
て
し
ま
う
。
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（
前
書
き
）

こ
の
小
説
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
実
在
の
人
物
・
建
物
等
と
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
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（
１
）

九
州
大
宰
府
に
あ
る
観
世
音
寺
は
、
九
州
の
中
で
も
、
最
も
由
緒
正
し
き
名
刹

の
１
つ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
訪
れ
た
観
光
客
は
「
こ
こ
が
あ
の
有
名
な
観
世
音
寺
？
」

と
、
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
人
が
多
い
と
い
う
。

由
緒
正
し
き
名
刹
の
割
に
は
、
あ
ま
り
保
護
を
受
け
て
い
な
い
様
に
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

観
世
音
寺
の
起
源
は
、
１
３
５
０
年
も
前
に
遡
る
。

西
暦
６
６
１
年
、
女
帝
と
し
て
名
高
い
斉
明
天
皇
が
亡
く
な
っ
た
際
、

そ
の
子
で
あ
る
天
智
天
皇
が
大
変
悲
し
み
、

母
の
菩
提
を
弔
う
為
に
、
発
願
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

約
８
０
年
後
の
７
４
６
年
に
は
、
僧
尼
に
戒
を
授
け
る
戒
壇
を
設
置
し
、

奈
良
の
東
大
寺
、
下
野
の
薬
師
寺
と
並
ぶ
日
本
三
戒
壇
の
ひ
と
つ
。

し
も
つ
け

３
３
０
ｍ
四
方
の
寺
域
の
中
に
は
、
講
堂
・
金
堂
・
五
重
の
塔
、
等
の
建
物
が

あ
っ
た
。

と
大
宰
府
の
観
光
案
内
に
は
書
い
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

本
能
寺
の
変
後
、
中
国
攻
め
か
ら
お
う
む
返
し
で
帰
っ
た
豊
臣
秀
吉
は
、
明
智

軍
を
討
伐
し
、

柴
田
勝
家
を
凌
い
だ
。

ポ
ス
ト
織
田
信
長
と
し
て
頭
角
を
表
し
た
秀
吉
は
、
そ
の
後
、
各
地
を
平
定
。

関
白
・
太
政
大
臣
に
ま
で
昇
り
つ
め
た
。
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勢
い
に
乗
っ
た
秀
吉
は
、
薩
摩
の
島
津
を
服
従
さ
せ
、
乗
り
に
乗
っ
て
い
る
時
、

将
に
、
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で
あ
っ
た
。

１
５
８
７
年
、
そ
の
秀
吉
が
、
島
津
か
ら
凱
旋
の
途
中
、
大
宰
府
天
満
宮
に
参

詣
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

「
こ
の
近
く
で
休
み
て
ゃ
ー
で
。
」
秀
吉
が
言
う
と
、

「
そ
れ
が
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
」
石
田
三
成
が
応
え
た
。

「
近
く
に
観
世
音
寺
と
い
う
有
名
な
お
寺
が
ご
ざ
い
ま
す
。
」
三
成
が
言
う
と
、

「
か
ん
ぜ
お
ん
じ
？
」
「
そ
こ
に
い
く
で
よ
ー
。
」
秀
吉
は
了
承
し
た
。

延
暦
寺
や
本
願
寺
等
、
数
々
の
寺
社
を
相
手
に
戦
っ
て
来
た
秀
吉
に
は
、
観
世

音
寺
が
由
緒
正
し
き
、

歴
史
あ
る
名
刹
で
あ
っ
て
も
、
関
係
無
か
っ
た
。

「
こ
こ
が
い
い
で
よ
ー
。
」
秀
吉
は
観
世
音
寺
の
鎮
守
社
＝
日
吉
神
社
に
陣
を

張
っ
た
。

「
周
り
を
見
て
見
て
ゃ
ー
で
。
」

秀
吉
は
、
日
吉
神
社
か
ら
見
え
る
景
色
が
、
京
都
や
奈
良
の
山
か
ら
見
え
る
景

色
に
似
て
好
き
で
あ
っ
た
。

近
衆
の
家
来
達
を
引
き
連
れ
、
周
り
を
見
物
に
出
か
け
た
。

「
そ
れ
に
し
て
も
島
津
は
強
か
っ
た
で
よ
ー
。
」

「
大
友
も
毛
利
も
、
も
う
ち
ょ
っ
と
や
る
と
思
っ
と
っ
た
も
ん
だ
で
よ
ー
。
」

「
長
く
な
っ
て
ま
っ
た
が
ね
。
」

島
津
を
服
従
さ
せ
た
凱
旋
の
途
中
だ
け
に
、
秀
吉
は
機
嫌
が
良
か
っ
た
。

天
気
も
良
く
、
新
緑
の
緑
が
青
空
に
映
え
て
、
気
持
ち
の
良
い
日
で
あ
っ
た
。

「
三
成
、
島
津
の
事
は
、
頼
ん
ど
く
で
よ
ー
。
良
く
し
た
っ
て
ち
ょ
ー
。
」
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（
４
）

丁
度
そ
の
頃
、
観
世
音
寺
の
別
当
（
仏
教
坊
主
が
神
主
を
兼
務
し
て
い
る
場
合
、

寺
の
住
職
を
別
当
と
い
う
。
）

の
所
へ
、
秀
吉
の
家
来
か
ら
、

「
関
白
、
秀
吉
様
が
日
吉
神
社
で
陣
を
張
っ
て
い
る
の
で
、
拝
謁
に
来
る
様
に
。

」と
の
連
絡
が
入
っ
た
。

別
当
は
急
な
事
に
驚
き
、
こ
こ
一
番
の
正
装
を
着
て
、
寺
の
者
４
人
に
輿
を
担

が
せ
、
い
つ
も
の
様
に
出
か
け
た
。

暫
く
行
く
と
、
わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
、
侍
ら
し
き
集
団
が
こ
ち
ら
に
近
づ
い

て
来
る
の
が
見
え
た
。

良
く
見
る
と
、
侍
ら
し
き
甲
冑
を
付
け
た
者
達
の
先
頭
で
、
見
る
か
ら
に
派
手

な
金
色
と
赤
色
に
輝
く
、

陣
羽
織
と
袴
を
付
け
た
、
猿
の
様
な
顔
を
し
た
小
男
が
、
侍
達
に
向
か
っ
て
何

か
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
が
、

輿
の
上
か
ら
見
え
た
。

九
州
の
武
将
は
、
皆
、
揃
っ
て
恰
幅
が
良
く
、
日
焼
け
し
た
歴
戦
の
勇
者
と
い

う
感
じ
で
、

見
た
目
だ
け
で
、
相
手
を
威
圧
す
る
様
な
風
貌
の
武
将
が
多
か
っ
た
。

観
世
音
寺
の
別
当
は
、
ま
さ
か
、
そ
の
猿
顔
の
派
手
な
小
男
が
、
数
々
の
戦
い

に
勝
ち
続
け
た
武
将
⇒
関
白
・
秀
吉
様

で
あ
る
と
は
、
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。

別
当
は
、
輿
に
乗
っ
た
ま
ま
、
通
り
過
ぎ
よ
う
と
、
前
に
進
ん
だ
。

そ
の
瞬
間
、
猿
顔
の
派
手
な
小
男
と
目
が
合
っ
た
。

目
が
合
っ
た
ま
ま
、
し
ば
ら
く
時
が
止
ま
っ
た
。

秀
吉
の
顔
が
、
怒
り
の
顔
に
変
化
す
る
の
と
、
別
当
が
「
し
ま
っ
た
！
」
と
思
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っ
た
の
は
、
ほ
ぼ
同
時
で
あ
っ
た
。

秀
吉
側
近
の
家
来
が
、
輿
に
手
を
掛
け
、
観
世
音
寺
の
別
当
を
引
き
ず
り
降
ろ

し
た
。

「
な
に
奴
か
！
」
「
名
を
名
乗
れ
！
」

秀
吉
の
顔
は
、
怒
り
に
震
え
て
い
た
。

「
関
白
様
の
前
を
輿
に
乗
っ
た
ま
ま
通
り
過
ぎ
る
と
は
！
貴
様
！
覚
悟
は
出
来

て
い
る
だ
ろ
う
な
！
」

側
近
の
家
来
は
、
別
当
の
体
を
地
面
に
何
度
も
叩
き
付
け
た
。

当
時
の
日
本
で
、
関
白
・
秀
吉
よ
り
偉
い
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

「
陣
に
連
れ
て
行
け
！
」
秀
吉
の
顔
は
ま
だ
怒
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

秀
吉
の
陣
で
の
取
り
調
べ
の
内
容
は
、
記
録
に
無
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
の
罪
に
よ
り
、
激
怒
し
た
秀
吉
が
、
観
世
音
寺
の
別

当
職
の
解
任
は
も
と
よ
り
、

観
世
音
寺
の
寺
領
を
、
没
収
し
て
し
ま
っ
た
事
か
ら
も
、
内
容
の
過
酷
さ
が
伺

え
る
。

時
の
権
力
者
に
睨
ま
れ
、
江
戸
時
代
に
黒
田
藩
主
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
る
ま
で
、

観
世
音
寺
の
衰
退
は
続
い
た
。

現
在
、
観
世
音
寺
の
鐘
は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
厳
重
に
保
護
さ
れ
て
い
る
。
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（
後
書
き
）

小
説
を
読
ん
で
頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
説
は
、
私
が
観
世
音
寺
を
訪
れ
た
際
に
、
目
に
し
た
も
の
を
、
題
材
に
し
ま

し
た
。

歴
史
も
の
と
し
て
は
、
秀
吉
の
人
柄
や
、
当
時
の
九
州
の
状
況
を
想
像
出
来
、

比
較
的
、
面
白
く
出
来
上
が
っ
た
の
で
は
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

名刹と関白秀吉様
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